
 

 

1 

２０２２年９月２８日 

山九株式会社向け融資「ソーシャル・ローン」について 

～同社パートナー会社への支払早期化に向けた取組支援～ 

明治安田生命保険相互会社（執行役社長 永島 英器）は、山九株式会社（以下「山九」）

を借入人、株式会社みずほ銀行をアレンジャーとするシンジケーション方式による「ソーシャル・

ローン」（注１）に融資を行ないましたので、お知らせします。 

本ローンは、株式会社格付投資情報センター（以下「Ｒ＆Ｉ」）よりローン・マーケット・     

アソシエーション等が定める「ソーシャル・ローン原則」に適合している旨の第三者評価（注２）

を取得しています。 

本融資は、山九の資本金３億円以下の取引先企業（パートナー会社）に対して、支払いの

短期化・現金化により、パートナー会社の資金繰りの改善および企業経営の安定化（雇用の 

維持、創出）を通じて、地域社会の活性化等に貢献するものです。 

当社は「確かな安心を、いつまでも」という経営理念のもと、ＥＳＧ投融資を通じてグロー

バルな環境・社会課題の解決と国内地域経済活性化等の地域貢献により、社会的価値を創出  

することを推進しています。引き続き、責任ある機関投資家として、持続可能な社会の実現に

貢献していきます。 

【案件の概要】 

借入人 山九株式会社 

実行日 ２０２２年９月３０日 

資金使途 山九のパートナー会社に対する支払早期化プロジェクト 

組成総額 １２０億円 

期間 ３年 

対応するＳＤＧｓ 

目標 

 

（注１）国際ガイドラインである「ソーシャル・ローン原則」に準拠し、社会的課題の解決・緩和に資する
事業の資金を調達するために実行されるローン 

（注２）株式会社格付投資情報センター（Ｒ＆Ｉ）による評価レポート 
    https://www.r-i.co.jp/rating/esg/socialfinance/index.html 
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【本プロジェクトの詳細】 

目的 ①パートナー会社の資金繰り支援およびパートナー会社との互恵的かつ

共存共栄の取引関係の維持 

②「下請代金支払遅延防止法」等の各種関連法令の遵守 

③「パートナーシップ構築宣言」の確実な遂行 

概要 資本金３億円以下のパートナー会社に対する支払いについては、その取引

内容にかかわらず手形やファクタリングによる支払いを廃止し、「月末締

翌月末現金（振込）支払い」に統一、既存支払条件よりも買掛サイトを短縮し、

支払いを早期かつ現金で行なうことにより、パートナー会社の資金繰りを

支援するもの 

【対象となるパートナー会社数等】  

・山九の会計システムに登録のある資本金３億円以下のすべてのパートナー

会社約１４,０００社が対象 

・うち、実際の支払いは件数ベースで月間６,０００～７,０００件 

【適用開始時期】 

・２０２２年１０月１日以降検収分より（２０２２年１１月３０日支払分より）

期待される

効果・インパ

クト 

本プロジェクトによるパートナー会社への資金繰り支援を通じて、パートナー

会社の成長、パートナー会社の技能・技術の維持・向上、地域社会の雇用維持

または創出、地域社会の活性化等のポジティブな成果を社会にもたらすこと 

カテゴリの

対象となる

人々 

①雇用創出 

 ・地域の企業・従業員 

②社会経済的向上とエンパワーメント 

 ・小規模な生産者（企業）・サプライヤー 

以 上 


